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 本研究は山本英二氏（岡山理科大，当研究所客員）との共同研究（1一共研一100）である．“The ro1e of
unbiasedness in estimating equations”として論文集（Godambe編）に発表予定である．
                生存競争系の格子模型
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                 aσ                   ＝M（σ）十m（σ，π）                 雄
とする．ここにM（σ）は系の構造を規定し，m（σ，π）は外乱Wの影響を表わす関数である．外乱π
が白色正規過程ζ（オ）（〈ζ〉＝0，〈ζ（オ）ζ（∫）〉＝σ2δ（ト∫））によって駆動される確率過程
                  aπ                    ＝M（σ）十ζ（広）                   励
であるとすれば，結合確率密度ρ（σ，π）の満たす方程式（合成系のFP方程式）
    霊一一江ρ（一1五一一音（・（σ）・・（σ，π））一舟町）・チ（糾）
と，任意の位相関数X（σ，W）をψ砒（σ）＝δ（σ一m）の線型結合に写す射影子ρ（オ）（ρ（広）X＝
∫舳・・／・（π，1）洲，但し・（川は外乱πの確率密度であ／，、またt・1…1一∫…Wである）
